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ベトナム航空 日本支社 

                                                   東京都千代田区霞が関 1-4-2 

                                                       大同生命霞が関ビル 6 階 

Press Release 
2018 年 8 月 21 日 

 
                

ベトナム航空、2018 年上半期に 8,240 万ドルの利益を達成 

 

ベトナム航空（日本支社 所在地：千代田区霞ヶ関 1-4-2 6F、日本地区総支配人：ヴー･グェン･クォ

イ）は、同社グループが 2018 年 1 月以降 8,240 万ドル（ 1 兆 9,200 億ベトナム ドン）の連結利

益を上げ、この半年間の前年同期比が 87 ％増となったことを発表しました。航空輸送市場の停滞に

加え、燃料価格が 1 バレルあたり平均 82 ドルまで上昇するといった環境の中、ベトナム航空では旅

客・貨物とも輸送における運航柔軟性を向上し、優れた業績を維持することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベトナム航空全体の連結収益は 21 億ドル（49 兆 8,000 億ドン）、単体での収益は約 16 億ドル

（36 兆 3,000 億ドン）と推定され、単体での収益は計画値の 2 倍以上となっています。また、単体

での税引前利益は 5,780 万ドル（1 兆 3,900 億ドン）に達しています。 

 

2018 年上半期、ベトナム航空は 72,800 便を定時運航率 90 ％で運航し、乗客数は前年同期比 

4 ％増である 1,370 万人に達しました。輸送貨物は同期比 8.5 ％増の 16.7 万トンで、国内外の市

場とも目標のほぼ 100 ％を達成しました。 

 

技術面では、お客様にとって最も利便性の高いサービスを提供するだけでなく、空港インフラへの負

担を軽減することもできました。タンソンニャット国際空港、ノイバイ国際空港、ダナン国際空港で

のセルフチェックイン率は、それぞれ 42.4 ％、39 ％、29.2 ％と高い水準に達しています。 

 

2018 年 5 月 22 日、ベトナム航空は国の増資株の購入権の競売を完了しました。また、日本最大の

航空会社であり当社の戦略パートナーでもある ANA ホールディングス株式会社とは年初から協力強

化を継続しています。 
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一方、人員数を押さえ生産性を向上するために、人事の再編を進めています。2018 年 6 月 30 日現

在、従業員数は 6,685 人で目標を 3 ％上回り、2017 年同期比で 2 ％減となっています。

AAPA(Association of Asia Pacific Airlines) 社によると、ベトナム航空は乗客数の点を鑑みると、

高いサービス品質と世界の航空会社でトップ 3 の生産性を有しているとされ、同社の方向性が良好

な結果を得ていることを示しています。一方、従業員の福利厚生は 2012 年から 2018 年の間で年

平均 8.8 ％改善しています。また、ベトナム航空はこの期間で給与改革計画を完了しました。 

 

ベトナム航空は、業界全体にデジタル技術を適用することで、急速に変化する航空旅行の状況に対応

していきます。ベトナム航空と Sabre Corporation 社 との継続的な契約拡大を通じて、お客様はフ

ライト検索、オンライン予約、チェックインにはじまり、付帯サービスのオンライン購入やアフター

ケアまでシームレスな体験ができます。さらに現地の決済代行システム Napas と VNPay における

QR コードでのお支払いは、お客様に十分な利便性、スピード、安全性を提供します。  

 

燃料価格に下落の兆候が見られず、航空輸送市場は 2018 年下半期も引き続き減速すると予測され

ています。ベトナム航空は、燃料を節約し技術力を向上させるための解決策も実施しています。 

また、高まるお客様の需要に対応するため、2018 年 7 月から 12 月にかけて、ハノイとヴィン、デ

ィエンビエン、ドンホイ間と、ハノイ、コンダオ、ホーチミン間など、旅客機 ATR72 で短距離のロ

ーカルルートを運航するための実現可能性を調査しています。 

 

ベトナム航空では、すべての客室タイプにおけるサービス基準の継続的な強化に努めており、優先搭

乗のお客様専用のチェックインカウンターを備えています。プレミアムエコノミーは、ベトナムと日

本、オーストラリアと西ヨーロッパ間でご利用いただけます。イギリス、フランス、ドイツ、オース

トラリア、ロシア行きの国際線ビジネスクラスでは、新品のパジャマ、ブランケット、ベッドリネン

をご用意しており、長距離のフライトも快適にお過ごしいただけます。さらに、日本路線のビジネス

クラスには新しくデザインされた日本式の卓上食器を採用しており、日本とベトナム文化の調和と融

合を表現しています。 

 

2018 年下半期、ベトナム航空は既存の株主に株式を発行し、定款資本金を増やしていく予定です。

株式はホーチミン市証券取引所（HOSE）に上場します。これは、ベトナム航空の投資計画の信用資

本を積極的に保証し、2019 年から 2020 年の期間に国の保有比率を削減する効果的な施策となりま

す。 

 

※本リリースはベトナムで発表されたリリースを日本向けに翻訳したものです。 

 

<ベトナム航空について> 

ベトナム航空はベトナムのナショナルフラッグキャリアで、メコン地域にある主要な航空会社です。

国内 20 都市、海外 29 都市に 90 航路を有しており、一日当たり平均 400 フライトを運航してい

ます。 

革新と発展を可能にするベトナム航空の努力は、さまざまな受賞により国内外で認知されるようにな

りました。2017 年に、ベトナム航空は CAPA の「Asia Pacific Airline of the Year（アジア・パシ
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フィック・エアライン・オブ・ザ・イヤー）」と、World Travel Awards 2017（2017 年ワール

ド・トラベル・アワーズ）の「World’s Leading Airline – Premium Economy Class（ワールド・

リーディング・エアライン – プレミアムエコノミークラス）」並びに「World’s Leading Cultural 

Airline（ワールド・リーディング・カルチュラル・エアライン）」を受賞しました。航空会社の格付

け調査を行なう世界的に有名なスカイトラックス社より、 3 年連続で 4 つ星を獲得しています。 

ベトナム航空はスカイチームアライアンスのメンバーで、世界の航空会社 20 社との提携により、

177 カ国 1,074 都市へ毎日 16,609 便を提供しています。スカイチームのメンバーであることは、

世界航空地図の東南アジア地域におけるアライアンスの戦略的パートナーとしての、弊社の新たな地

位を再認識することを可能にしています。2015 年には、ベトナム航空はボーイング 787-9 ドリー

ムライナーとエアバス A350-900XWB 両機を同時に運航開始した世界初の航空会社となりました。 

 

ベトナム航空は、2 桁の年回成長率を成し遂げたこの 20 年間で、世界で最も急成長している国内市

場の 1 つであるベトナムの航空市場をけん引してきました。そのブランドをベトナムの伝統文化によ

り特徴づけ、国際的に認知された近代的なキャリアとしての地位を築き、ベトナム航空はアジアの主

要航空会社になるよう努力してまいります。 

https://www.vietnamairlines.com/jp/ja/home 

 

 

本件に関する報道関係者の皆様からのお問い合わせ先 

ベトナム航空 広告宣伝部 小川 

Email: ogawar@vietnamairlines.com   

電話: 03-5157-7405 FAX: 03-3508-1480 
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